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１．開発目的と体制

Ｈ－ＩＩＡロケットの技術を活用し、官民双方のニーズを満たす大型ロケット。

 我が国のロケット開発能力維持

 官のニーズ： 宇宙ステーション補給機（ＨＴＶ）の打上げに対応
○国際宇宙ステーション（日本実験棟「きぼう」を含む）への物資輸送
○国際約束で分担している国際宇宙ステーションへの補給義務の履行
○2009年から2015年に毎年１機を打上げ（計７機）

 民のニーズ： 国際競争力の確保
○静止トランスファー軌道（GTO）へ投入する衛星6トン超級の衛星需要への対応
○中型衛星の２機同時打上げによる打上げ価格の低減
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宇宙ステーション補給機（ＨＴＶ）

約１２トン 【ＨＴＶ軌道打上げ能力】 約１６．５トン
５．８トン 【ＧＴＯ軌道打上げ能力】 約 ８トン

 第１段エンジンのクラスタ化

・打上げ能力向上
Ｈ－ＩＩＡロケット（２０４型） Ｈ－ＩＩＢロケット

直径５.２m直径４m

既存技術の活用

 衛星フェアリングの大型化

全長を12mから15mに延長

 第１段コア機体の直径５.２ｍ化

打上げ能力向上、品質向上

 第１段大型化に伴う

射点設備の改修

新規技術

注）HTV軌道： 300×200kmの楕円軌道

【開発体制】

合同チームによる開発計画・
システム仕様の策定

宇宙航空研究開発機構

・システム仕様の設定
・リスクの高い開発試験
エンジン２基同時燃焼試験、試験機打上げ

・打上げ関連設備などの基盤整備

三菱重工業株式会社

・詳細設計以降の開発取りまとめ

・製造設備等の整備

ＩＨＩ ＩＡ ＫＨＩ ＪＡＥ ＭＳＳＭＰＣ

(株)IHI (株) IHI
エアロスペース

川崎重工業
(株)

日本航空
電子工業
(株)

三菱
プレシジョン
(株)

三菱スペース
ソフトウェア(株)

・LE-7Aﾀｰﾎﾞﾎﾟﾝﾌﾟ
・LE-5Bﾀｰﾎﾞﾎﾟﾝﾌﾟ

・固体ﾛｹｯﾄﾌﾞｰｽﾀ
・火工品
・ｶﾞｽｼﾞｪｯﾄ装置

・フェアリング
・テレメータ送信機
・ﾚｰﾀﾞﾄﾗﾝｽﾎﾟﾝﾀﾞ
・指令破壊受信機

・慣性ｾﾝｻ
ﾕﾆｯﾄ

・制御電子
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

・ﾚｰﾄｼﾞｬｲﾛ
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

・誘導ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ＮＥＣ

・誘導制御計算機

日本電気
(株)

ＭＨＩ
ＪＡＸＡ



２．Ｈ－ＩＩＢロケット 主要諸元
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Ｈ－ＩＩＢロケット Ｈ－ＩＩＡロケット
２０４型（参考）

備考

全長
全備質量

約５７ｍ
約５３０㌧

約５３ｍ
約４４５㌧ ペイロード

質量含まず

フェアリング
名称
直径
長さ

５Ｓ－Ｈ型
５．１ｍ
１５ｍ

５Ｓ型／４Ｓ型
５．１ｍ／４ｍ
１２ｍ／１２ｍ

第２段
タンク直径
推進薬質量
エンジン
推力
比推力

４m
１６．７㌧
LE-5B
１３７KN
４４８秒

４m
１６．７㌧
LE-5B
１３７KN
４４８秒

H-IIA/B
共通
真空中

第１段

タンク直径
推進薬質量
エンジン
推力
比推力

５．２ｍ
約１７６㌧

LE-7A×２基
１０９８KN×２

４４０秒

４ｍ
約１００㌧

LE-7A×１基
１０９８KN
４４０秒

真空中

SRB-A
推進薬質量
装着基数

約６６㌧／基
４基

約６６㌧／基
４基

H-IIA/B
共通

全長
約５７ｍ

ＨＴＶ用
フェアリング

第２段
液体水素タンク

第２段
液体酸素タンク

第２段エンジン
（ＬＥ－５Ｂ）

第１段
液体酸素タンク

第１段
液体水素タンク

第１段エンジン
（ＬＥ－７Ａ×２基）

固体ロケット
ブースター
（ＳＲＢ－Ａ×４基）１５ｍ

Ｈ－ＩＩＢロケット外観



３．試験機の飛行結果
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SRB-A第1ペア分離

SRB-A 第2ペア分離

フェアリング分離

第1段エンジン燃焼停止

第1段・第2段分離

第2段エンジン

燃焼開始

第2段エンジン

燃焼停止

HTV分離

イベント
経過時間

実測値（速報） 予測値

リフトオフ 0分 0秒 0分 0秒

SRB-A(※1)燃焼終了 1分 50秒 1分 49秒

SRB-A第1ペア分離 2分 5秒 2分 4秒

SRB-A第2ペア分離 2分 8秒 2分 7秒

衛星フェアリング分離 3分 42秒 3分 37秒

第1段主エンジン燃焼停止（ＭＥＣＯ） 5分 47秒 5分 44秒

第1段・第2段分離 5分 56秒 5分 52秒

第2段エンジン燃焼開始（ＳＥＩG） 6分 3秒 5分 59秒

第2段エンジン燃焼停止（ＳＥＣＯ） 14分 19秒 14分 16秒

HTV技術実証機分離 15分 10秒 15分 6秒

投入軌道 計画値 軌道投入誤差 実測値(※2、※3)

遠地点高度 300.0 km ± 2 km 299.9 km

近地点高度 200.0 km ±10 km 199.8 km

軌道傾斜角 51.67度 ±0.15度 51.69度

(※1)固体ロケットブースタ
(※2)HTV技術実証機が取得したデータから決定した軌道
(※3)高度は地球の赤道半径6378kmを基準とした。

平成２１年９月１１日（金）２時０１分４６秒に、設定した打上げ日時を変更することなく(on time)、打上げに成功。



４．まとめ

 Ｈ－ＩＩＢロケット試験機は、平成２１年９月１１日に、日本の主力ロケットの

初号機で初めて予定の日時に遅れることなく、ＨＴＶ技術実証機の打上げ、

所定の軌道に投入することに成功した。

 ＪＡＸＡにおいてＨ－ＩＩＢロケット試験機プロジェクトの評価結果をまとめたこ

とから、宇宙開発委員会における事後評価を受ける準備が整った。

以上
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